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  １年環境科学科 

   「ＳＳ環境科学」「ＳＳ探究科学Ⅰ」の授業では？       

 「ＳＳ環境科学」の授業では、環境問題について自然科学だけでなく、社会科学からもアプローチを行い、

関連する科学技術についての理解とそのあるべき姿について学習を深めてい

きます。また、「ＳＳ探究科学Ⅰ」の授業では、物理分野、化学分野、生物分野

の基礎実験講座やフィールドワーク、科学英語読解や外国人研究者の講演等

を行っていきます。 

 一年を通して、さまざまなＳＳＨ活動を体験していくことになります。 

 詳しいことは、ＳＳＨニュースで紹介します。    

  ２年環境科学科 「ＳＳ探究科学Ⅱ」 

     各ゼミ紹介① 生物ゼミでは・・・       

 今回は生物ゼミについて紹介します。 

 最初の授業では、今後の研究に活用できるよう、クリーンベンチやオートクレーブなどの

実験装置や器具、試薬について学習しました。初めてさわる装置などもあり、基本原理や

使用方法、注意点などの説明を、生徒たちは熱心に聞いていました。 

 現在は、４つのグループに分かれて研究に取り組んでいます。 

 「内在トランスポゾンを利用したカンキツ類の系統分化の解析」グループでは、近畿大学

生物理工学部生物工学科の堀端章先生のご指導の下、トランスポゾンＣＩＲＥ１のカンキツ

類における分布、内在トランスポゾンＣＩＲＥ１を用いたＩＲＡＰマーカーの開発について研究

しています。  

 「トタテグモ」グループは、トタテグモの生態および分布について研究しています。  

 

  近畿大学生物理工学部にて 

                物理部・地学部  

                「２０１０ ロケットガール&ボーイ養成講座」に参加して 
          理数が楽しくなる実行委員会（ＪＡＸＡ、和歌山大学ほか）主催「２０１０ロケットｶﾞｰﾙ&ボーイ 養 

                                成講座」に本校の物理部員と地学部員の６名が参加し、他校の生徒たちと協力してハイブリット 

               ロケットと缶サットの設計・製作の研究に取り組みました。 

                ４月２４日（日）、和歌山チームの打上実験がコスモパーク加太で行われ 

ました。午前１１時３０分（和歌山Ａチーム）と午後１時３０分（和歌山Ｂチーム）に実験が行われ、両 

チームとも打ち上げに成功しました。午後４時から修了式が和歌山大学で行われ、和歌山大学宇 

宙教育研究所所長の秋山演亮先生より、ロケットガール＆ボーイ認定証をいただきました。       

 本校周辺では、日前宮に生息していることが分かりました。今後は、トタテグモの生態や地域に

おける分布を調べていく予定です。また、研究にあたっては県立自然博物館の吉田先生にもご

助言をいただいています。 

 「担子菌類のタンパク質分解能力についての研究」グループは、分解者としての菌類の働きに

ついて着目し、さまざまな担子菌類のタンパク質分解能力をＢｒａｄｆｏｒｄ法で測定します。測定に

は、分光光度計やマイクロプレートリーダーなどの機器を使用します。現在、これらの機器を使用

する技術を習得するための学習をしています。 

 「生分解性プラスチックを分解する糸状菌の探索」グループは、自然界に存在するカビに注目し

て、いろいろな食品や植物にはえるカビを観察し、それらの環境問題への応用にむけてさまざま

な実験を行っています。 
   県立自然博物館にて 


